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バトンをつなぐ 

校長 芦垣 幸代 

小坪小学校は、梅や柿、夏みかんなどたくさんの種類の果樹が植えられています。今はちょう

ど白梅が美しく咲いています。そんな中、校庭には子どもたちの元気な声が響いています。 

学校では、卒業する 6 年生を送るために、様々な活動が行われています。今までは常に縦割り 

活動や児童会活動をリードしてくれていた 6 年生。その６年生のために、代表委員会も、１月は

5 年生が計画を立てて話し合いをしました。3 年生も代表に加わりました。縦割り遊びも、前回

から５年生がリーダーとなって活動しています。 

今の 6 年生も、５年生だったちょうど一年前、初めて縦割り活動や代表委員会のリーダーとな 

り、卒業生を送る活動を計画しました。改めて 6 年生がしてきてくれたことを思い返し、これか

らは自分たちがその役割を担っていくのだという気持ちをもったことでしょう。 

みんなで協力していくこと、高学年で相談しながらみんなのことを考えていくことなどの思い 

がこめられたバトンをしっかりと受け継いで、一年間最高学年として全校をリードしてくれた６

年生。自信がなかったり、うまくいかなかったりということもあったと思います。でも、一つひ

とつ、みんなで考えて活動する姿を見せてくれました。今度はそのバトンを５年生が引き継ぎま

す。6 年生から 5 年生へのバトンだけではなく、それぞれの学年が下学年につないでいくものが

きっとあると思います。ある先輩が体育のバトンパスについて教えてくれた言葉です。「バトン

は、押し出すように、もぎとるように」。バトンパスは、渡すときは「よろしくね！」と押し出

すように、受け取るときもただ待つのではなく「まかせておいて！」としっかり受け取り、思い

をつないでいくのでしょう。 

 

２月１７日に最後の校外学習を終えた６年生も、これまでの日々に思いを馳せ、小坪小に残す

気持ち、つなぐ思いを考え、自分を取り巻く人、もの、ことへの感謝の気持ちを大切にして活動

しています。 

小学校という長い６年間には様々なことがあ

り、様々な困難もあったことでしょうが、子ども

たちは、たくさんの方々に支えられ、大きく成長

し、卒業していきます。支え、見守ってくださっ

たすべての方々に心から感謝いたします。 


